
 

  

 

 

 

第 115 回 日本医学放射線学会 

中国・四国地方会 

プログラム 
 
 

 

 

The Meeting of the Chugoku‐Shikoku Regional Chapter of JRS 

Yamaguchi 2010 

 

 

 

 

 日    時 ： 平成 22 年 12 月 17 日（金）～18 日（土） 

 

 場    所 ： 海峡メッセ下関 
 山口県下関市豊前田町 3丁目 3-1 

 TEL 083-231-5600 

 

 当番世話人 ： 松永 尚文 
 山口大学大学院医学系研究科 情報解析医学系学域 

 放射線医学分野 
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【会場までのアクセス】 
 

海峡メッセ下関 （国際貿易ビル） 
〒750-0018 山口県下関市豊前田町 3丁目 3-1 

TEL：083-231-5600、 FAX：083-231-5598 
http://www.kaikyomesse.jp/index.htm 

 

 下関駅（JR 在来線）より 徒歩 7 分 

 新下関駅（新幹線）より 車 15 分 

 中国自動車道下関 I.C.より 車 15 分 

 

広域マップ                        周辺マップ 

 

駐車場案内 

 
 

  駐車場 

   乗用車 150 台 

   営業 7:30～23:00 （最終入庫 21:00） 

 

   学会参加者には無料券をお渡しします。 

   受付にお申し出ください。 

（ただし、23:00 以降の駐車はできません）
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【会場案内】 

  

 
 

 
 

 

 
 

 

 

第１会場 

受付、PC 受付 

クローク 
 保管時間 

 17 日(金)：11:00～19:30 

 18 日(土)： 8:00～16:00 

世話人会 会場 

第２会場 

情報交換会会場 
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【日程表】 

 

12 月 17 日（金） 

時間 第１会場 第２会場 

   
12:00   

13:00   

14:00   

15:00   

16:00   

17:00   

18:00   

 

12:00 ～ 13:00 日本医学放射線学会中国・四国地方会世話人会（8F「805会議室」） 

18:30 ～ 19:30 情報交換会（4F「シーガーデンうさぎ」） 

              ※お誘い合わせの上，奮ってご参加下さい。 

12:00-12:05  開会の辞 

12:05-13:35  教育セミナー １ 
 司会： 古本大典 （広島大学） 

 1. 核医学総論     奥村能啓（岡山大学） 

 2. 核医学（肺、心臓） 菅 一能（セントヒル病院） 

 3. 放射線診断学（心臓） 倉田 聖（愛媛大学） 

13:45-14:34  腹部骨盤 １ 

  座長： 三村秀文 （岡山大学） 

14:35-15:17  腹部骨盤 ２ 

  座長： 江頭直人 （川崎医科大学） 

15:30-16:12  胸部 １ 

  座長： 中野 覚 （香川大学） 

16:13-16:55  胸部 ２ 

  座長： 菊池恵一 （愛媛大学） 

13:45-14:27  頭部・骨軟部 

  座長： 山砥茂也 （山口大学） 

14:28-15:17  核医学・その他 

  座長： 山本由佳 （香川大学） 

15:30-16:19  IVR １ 

  座長： 大前健一 （岩国医療センター） 

16:20-17:09  IVR ２ 

  座長： 渡部 茂 （川崎医科大学） 

17:30-18:30  特別講演 
「冠動脈 MDCT診療における放射線科医と  

 循環器内科医との協働」 

  講師： 三浦俊郎 先生 

（山口大学 器官病態内科学） 

  座長： 松永尚文（山口大学） 

p10 

p11 

p12 

p13 

p14 

p16 

p15 

p17 
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12 月 18 日（土） 

時間 第１会場 第２会場 

   
8:00   

9:00   

10:00   

11:00   

12:00   

 

 

12:00-12:05  開会の辞 

8:30-9:30  教育セミナー ２ 
 司会： 西岡明人 （高知大学） 

 1. 放射線物理学 中野 覚（香川大） 

 2. 放射線治療（中枢神経腫瘍） 

         生島仁史（徳島大） 

 9:30-10:19  腹部骨盤 ３ 

  座長： 竹内麻由美 （徳島大学） 

10:20-11:02  治療 １ 

  座長： 川口篤哉 （島根大学） 

11:03-11:52  治療 ２ 

  座長： 村上祐司 （広島大学） 

 9:30-10:19  IVR ３ 

  座長： 杉浦公彦 （米子医療センター） 

10:20-11:09  IVR ４ 

  座長： 山西伴明 （高知大学） 

11:10-11:59  腹部骨盤 ４ 

  座長： 田中宏明 （愛媛大学） 

p18 

p19 

p20 

p21 

p22 

p23 
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【受付・演題発表のご案内】 
■受付 

1. 12 月 17 日（金）は午前 11 時、18 日（土）は午前 8 時 15 分より 10 階にて行います。 

2. 参加費は 3,000 円（情報交換会会費を含む）です。受付時に現金にてお支払いください。 

ネームカード、領収書、出席証明書をお渡しいたします。 

3. 技師、看護師、（大学院を除く）学生、研修医は無料です。受付にお申し出ください。 

4. クロークは 10 階にご用意いたします。 

 

■発表 

1. 座長の先生方へ 

a. セッションの開始時刻 15 分前までに座長受付をお済ませ下さい。 

b. 担当セッションの時間管理をお願いいたします。 
 

2. 一般演題の演者の先生方へ 

【発表方法について】 

(ア) PC プレゼンテーションにより、各演題につき口演 5 分、討論 2 分でお願いします。 

(イ) ２枚目のスライド（タイトルの次）に，利益相反報告のスライドを入れて下さい。 
 

【当日の発表について】 

a. 原則、データ（USB メディア）持ち込みとしますが、動画ファイルを使用される方、

Macintosh を使用される方は、不具合が生じる恐れがありますので、ご自身のパソ

コンをお持ち込みください。 
 

b. 発表データのファイル名は「演題番号 筆頭演者氏名」としてください。 

① データ持ち込みの場合 

(ア) Windows 7（PowerPoint 2010）での発表となります。ファイル形式は PowerPoint 

ファイル（PowerPoint 2003 以上）とします。 

(イ) 特殊なフォントを使用されますと、代替フォントに置き換えられ、レイアウトが崩

れることがありますので、ご注意ください。 

(ウ) アニメーション、画面切り替えなどの効果は、動作の保障ができませんので、ご了

承ください。 

② PC 持ち込みの場合（動画ファイル使用や Macintosh 使用の方） 

(ア) ファイルはデスクトップ上に保存ください。 

(イ) 電源ケーブルはお忘れなく、お持ちください。 

(ウ) プロジェクターに接続可能な端子は、ミニ D-Sub 15pin のみです。異なる形状の出

力端子の場合は、各自変換アダプターをご持参ください。また、キーボート、マウ

スを USB にて接続しますので、USB 端子が必要となります。 
 

       
    ミニ D-Sub 15 ピン（メス）     USB（A タイプ） 
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(エ) スクリーンセーバー、省電力機能などは、予めオフにしておいて下さい。 

(オ) 画面の解像度は、XGA 1024×768 です。これ以上の解像度はサポートしていません。 

(カ) Macintosh 使用の方は、OS10 以上でお願いいたします。 

(キ) 必ずバックアップデータをお持ちください。持ち込みノートパソコンにてマウス操

作、投影等の動作に不具合がある場合に使用いたします。バックアップデータの保

存メディアやデータ様式については、上記の＜データ持ち込みの場合＞の項目をご

参照ください。 

 

c. 演題上にモニター、キーボードとマウスを用意しておりますので、発表スライドの

操作はご自身でお願いいたします。尚、キーボードおよびマウスは Windows 用を

使用するため、Macintosh 持ち込みの場合には、一部キー割当に問題が発生する場

合がございます。このため、できる限り、マウスでの操作をお願いいたします。 

 

d. 発表者は、動作確認を行いますので、ご発表 30 分前までに、PC 受付をお願いしま

す。PC 持ち込み場合には、受付終了後、受付横の検証機にて、事前に USB キーボ

ード・マウス動作およびモニター接続確認を行ってください。 

 

e. PC 持ち込みの場合には、PC 受付を済ませた後、15 分前までに会場オペレータ席

へ PC をご持参下さい。発表終了後、オペレータ席にて、PC をお受け取りください。 

 

■抄録 

1. 演題番号（省略可）、演題名、所属、発表者、共同演者を含めて 400 字以内でお願いし

ます。 

2. テキスト形式、または Word97-2007 形式の電子データのみ受付いたします。 

3. 受付方法：電子メールに添付して chushi15@yamaguchi-u.ac.jp にご送信ください。 

4. メールの件名：「日医放抄録：○○○○（氏名）」 

5. 締切：12 月 10 日（金) 

 

■当番世話人 

 山口大学大学院医学系研究科 放射線医学分野 

 松永 尚文 

 〒755-8505 山口県宇部市南小串 1-1-1 

 TEL：0836-22-2283、FAX：0836-22-2285 

11:00 

12:00 

12:30 

15:30 

mailto:chushi15@yamaguchi-u.ac.jp?Subject=日医放抄録：
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【日程のご案内】 

 

■ 世話人会 
日時： 12 月 17 日（金） 12:00～13:00 

会場： 8 階 805 会議室 

 

■ 教育セミナー 
 本セミナーの趣旨は、放射線科専門医試験（主に一次試験）をパスするために必要な知識

を習得することです。長期的には、放射線科専門医教育ガイドライン※に沿って、4 年間を

1 サイクルとして専門医試験に必要な項目を網羅することを目指しています。 

 今回も、中国・四国地方から5 人の先生方を講師にお招きし、過去に出題された問題と関

連知識をお話しいただけることとなりました。受験をひかえた先生はもちろんのこと、放射

線医学を学び始めた研修医の方から、さまざまな専門分野で活躍されているエキスパートの

先生まで、諸先生方の知識の整理に役立つこの機会に、皆さまの積極的なご参加をお待ちい

たしております。 

※ 放射線科専門医教育ガイドライン http://www.radiology.jp/modules/news/article.php?storyid=301 

 

教育セミナー １ 

日時： 12 月 17 日（金） 12:05 ～ 13:35    ※ 昼食をご用意しております。 

会場： 第１会場（10 階 国際会議場） 
 

司会： 古本大典（広島大学） 

1. 「核医学（総論）」  講師：奥村 能啓（岡山大学） 

2. 「核医学（肺、心臓）」  講師：菅 一能（セントヒル病院） 

3. 「放射線診断学（心臓）」  講師：倉田 聖（愛媛大学） 

（共催：バイエル薬品株式会社） 

教育セミナー ２ 

 日時： 12 月 18 日（土） 8:30 ～ 9:30     ※ 朝食をご用意しております。 

会場： 第 1 会場（10 階 国際会議場） 
 

司会： 西岡明人（高知大学） 

 1. 「放射線物理学」  講師：中野 覚（香川大学） 

2. 「放射線腫瘍学（放射線治療）中枢神経腫瘍」 講師：生島仁史（徳島大学） 

（共催：第一三共株式会社） 

  

■特別講演 

 「冠動脈MDCT 診療における放射線科医と循環器内科医との協働」 

  講 師： 三浦 俊郎（山口大学大学院医学系研究科 器官病態内科学 准教授）  

  日 時： 12 月 17 日（金） 17:30～18:30 

  会 場： 第１会場（10 階 国際会議場） 

（共催：エーザイ株式会社） 

http://www.radiology.jp/modules/news/article.php?storyid=301
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■放射線治療懇話会 

 日   時： 12 月 18 日(土) 13:00～15:30 

 会   場： 第 1 会場（10 階 国際会議場） 

 当番世話人： 沖本 智昭（山口大学医学部附属病院 放射線科） 

 

Ⅰ.討論会（13:00～14:00） 

司会：沖本 智昭（山口大学医学部附属病院 放射線科） 

『前立腺 IMRT の均てん化に向けて：医師・技師・物理士による徹底討論』 

 

 

Ⅱ.特別講演（14:10～15:30） 

座長：永田 靖（広島大学大学院医歯薬学総合研究科放射線腫瘍学） 

『前立腺癌に対する外部照射・強度変調放射線治療について考える 』 

講師： 中村 和正 （九州大学病院 別府先進医療センター 放射線科） 

 
 ※ 本会は日本医学放射線学会放射線科専門医更新のための 3 単位が認められております 

 ※ 本会は日本放射線治療専門技師認定機構に年間 1 単位が認められております。 

 
 共催  中国・四国放射線治療懇話会 

     中国・四国放射線治療研究会 

     エーザイ株式会社 

 



1日目 12月17日（金）

1. 肝腺腫に肝細胞癌が合併した１例
山口大 放

同 消化器・腫瘍外

同 病理部

西川正子、田辺昌寛、松永尚文

前田祥成、為佐卓夫

権藤俊一

2. PTPE後に腹壁播種再発したHCCの１例
四国がんセ 放

南松山病 放

四国がんセ 消内

同 病理

同 消外

梶原 誠、菅原 敬文、井上 武、高橋 忠章

酒井伸也

青野祥司

灘野成人

西村理恵

棚田 稔

3. Gd-EOB-DTPA造影MRIとソナゾイド造影超音波で経過を見た正常肝に発生した肝細胞癌の１例
川崎医大 放 植木 愛、玉田 勉、檜垣 篤、神吉昭彦

田中冬樹、谷本大吾、東 浩樹、伊東克能

4. Gd-EOB-DTPA肝細胞造影相を用いた肝MRボリューメトリーの初期検討
広島市民病 放

広島大 放診

松浦範明、砂盛 浩、浦島正喜、松浦明子

大成 妙、梶原賢司、岡部智行、松浦寛司

影本正之

粟井和夫

5. HCCに対するRFA後局所再発を疑った炎症性偽腫瘍の１例
広島市民病 放 梶原賢司、浦島正喜、影本正之、松浦寛司

松浦明子、松浦範明、大成 妙、岡部智行

6. 巨大肝血管腫の１例
香川労災病 放 與座喜一郎、影山淳一、兼田大輔、井藤千里

三谷昌弘

7. 肝病変を認めたサルコイドーシスの１例
岡山市立市民病 放

同 内

同 病

羽原理佐、上田裕之、小林由季

狩山和也、和田 望

小田和歌子

13:45 ～ 14：34第１会場

座長: 三村秀文（岡山大学）

腹部骨盤 1

Masahiro Tanabe
テキストボックス
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1日目 12月17日（金）

8. 胃十二指腸重積を生じたPeutz-Jeghers症候群の１小児例
広島大 放診 谷 千尋、野崎茉莉、西亀正代、中村優子

石川美保、石川雅基、古本大典、谷為恵三

柿沢秀明、高須深雪、伊達秀二、丸川和志

粟井和夫

9. GIST ５症例の検討
松山赤十字病 放 起塚香子、吉岡真二、清水輝彦、浦島雄介

村田繁利

10. 盲腸捻転の２例
岩国医療セ 放

岡山大 放

大前健一、小松めぐみ、尾形 毅

金澤 右

11. 腫瘤性病変を呈した増殖性膀胱炎の１例
山口県立総合医療セ 放

同 泌

同 病

岸 尭之、三浦剛史、佃 利信

山本光孝、福永康二

亀井敏昭

12. 子宮体癌のFDG-PET/CT －SUV maxの値に影響を与える要因についてー
岡山大 保健

岡山労災病 放

岡山画像診断セ

岡山大 放

三上朋子、上者郁夫

乗金精一郎

加地充昌、笹井信也、井田健太郎、松下 利

有岡 匡

奥村能啓、金澤 右

13. 骨盤放線菌症の３例
三豊総合病 放

同 産婦

同 病

岡山大 放

中村哲也、山路早苗、田尻展久

石原剛

宮谷克也

金澤 右

14：35 ～ 15：17第１会場

座長: 江頭直人（川崎医科大学）

腹部骨盤 2

Masahiro Tanabe
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1日目 12月17日（金）

14. 医学部学生の胸部画像臨床実習方法について
香川県立保健医療大 看 佐藤 功

15. 赤芽球ろうに合併したMulticentric Castleman's diseaseの１例
愛媛大 放 松田卓也、井手香奈、望月輝人

16. 冠動脈病変を伴ったIgG4関連疾患と考えられた１例
JA広島総合病 画診 海地陽子、土田恭幸、太刀掛俊浩、鈴木孝之

藤川光一

17. 肺ムコール症の１例
川崎医大 画診 八十川和哉、谷本大吾、山本 卓、岡本聡子

江頭直人、東 浩樹、玉田 勉、伊東克能

18. Wegener肉芽腫症の１例
中国中央病 放

岡山大 放

安藤由智、水田昭文

金澤 右

19. 硬化性血管腫を背景とした内分泌腫瘍の１例
徳島赤十字病 放 村上千尋、生野雅也、木下光博、阿部洋子

倉田直樹、尾﨑享祐、池山鎭夫、谷 勇人

大西範生、城野良三

15：30 ～ 16：12第１会場

座長: 中野 覚（香川大学）

胸部 １

Masahiro Tanabe
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1日目 12月17日（金）

20. 原発性気管腫瘍の１例
鳥取大 放 仲松 暁、三好秀直、柿手 卓、福永 健

太田靖利、神納敏夫、小川敏英

21. 気管支内腫瘍の１例
愛媛県立中央病 放 川口直人、稲月千尋、小亀雅広、村上忠司

山下 恭、松木弘量、曽我部一郎、石丸良広

菊池隆徳、中村誠治、宮川正男、三木 均

22. Cardiac Myxomaの経験
香川大 放 則兼敬志、安賀文俊、石村茉莉子、新井花江

亀山麗子、戸上太郎、室田真希子、内ノ村聡

福永浩太郎、木村成秀、川瀬良郎、中野 覚

山本由佳、外山芳弘、西山佳宏

23. 稀な組織所見を呈した線維腺腫の１例
川崎医大 画診 岡本聡子、江頭直人、八十川和哉、山本 卓

谷本大吾、東 浩樹、玉田 勉、伊東克能

24. 縦隔内に発生したangiosarcomaの１例
川崎医大 画診 山本 卓、谷本大吾、八十川和哉、岡本聡子

江頭直人、東 浩樹、玉田 勉、伊東克能

25. FDG-PETで低集積を示し，鑑別診断に苦慮した肺膠様腺癌の１例
島根大 放 福庭栄治、石橋恵美、荒木和美、深澤優子

神山和俊、勝部 敬、山本伸子、中村 恩

和田昭彦、鶴﨑正勝、吉廻 毅、北垣 一

16：13 ～ 16：55第１会場

座長: 菊池恵一（愛媛大学）

胸部 ２

Masahiro Tanabe
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1日目 12月17日（金）

26. 尾状核に萎縮・石灰化を呈したCNSループスの１例
山口大 放 山砥茂也、飯田悦史、重本蓉子、松永尚文

27. 髄質静脈奇形に併存する微小低信号域 ―3T磁化率強調像を用いた検討―
鳥取大 放 高杉麻利恵、藤井進也、金崎佳子、北尾慎一郎

神納敏夫、小川敏英

28. 多系統萎縮症、進行性核上性麻痺、パーキンソン病におけるADC値の有用性についての検討
鳥取大 放 塚本和充、松末英司、柿手 卓、仲松 暁

藤井進也、金崎佳子、神納敏夫、小川敏英

29. 腰痛を主訴とする未成年者の腰椎MRIについての検討
高知大 放

田中整形外

もりもと整形外

村田和子、青山信隆、宮武加苗、耕崎志乃

濱田典彦、小川恭弘

田中稔正

森本哲郎

30. Myxoinflammatory fibroblastic sarcomaの１例
岡山大 放

岡山大 形成外

岡山大 病理部

新家崇義、多田明博、原田聡介、稲井良太

郷原英夫、加藤勝也、清 哲朗、奥村能啓

佐藤修平、金澤 右

越宗靖二郎、長谷川健二朗

田中健大

31. 非小細胞肺がん転移性骨腫瘍に対する放射線治療後の予後/予後因子の検討
岡山大 放 吉尾浩太郎、勝井邦彰、山下真子、多田明博

宗田由子、片山敬久、武本充広、金澤 右

13：45 ～ 14：27第２会場

座長: 山砥茂也（山口大学）

頭部・骨軟部

Masahiro Tanabe
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1日目 12月17日（金）

32. Intravascular lymphomaの２例
愛媛県立中央病 放 菊池隆徳、川口直人、稲月千尋、村上忠司

山下 恭、松木弘量、曽我部一郎、石丸良広

中村誠治、宮川正男、三木 均

33. FDG-PET/CTを施行したdisseminated MACの１例
倉敷中央病 放 百々俊樹、石橋 愛、渡邊祐司、奥村 明

永山雅子、天羽賢樹、石守崇好、中下 悟

薮田 実、坂田昭彦、河村 晃、山田剛史

野橋智美、西松佳代、金重総一郎、河村光栄

廣瀬瑞樹、林 貴史、百々義廣

34. 眼窩領域のF-18-FDG PET/CTの有用性と限界点
セントヒル病 放

山口大 放

同 脳外

同 神内

同 眼

菅 一能

松永尚文

梶原浩司

大石真莉子

藤岡裕士

35. 非線形デフォーメンション加算を使用した胸部息止めF-18-FDG PET/CTスキャン
セントヒル病 放

同 放部

山口大 放

千葉大学フロンティアメディカル工学研究開発セ

菅 一能

玉井義隆、迫平 篤

松永尚文

羽石秀昭

36. 口腔内癌のCTリンパグラフィの検討
セントヒル病 放

山口大 放

同 歯口外

菅 一能

松永尚文

内田堅一郎、和田範子、宮本寿太郎、弘中雅史

松下明日香

37. 腫瘍のADC値の成因と治療後変化のメカニズムに関するバイオファントムを用いた検討
岡山大 保健

岡山大 医歯薬学総合研究

黒田昌宏、田口勇仁、加藤博和

佐々木崇了、片嶋和典、芦田昌和、金澤 右

浅海淳一、松崎秀信

38. MRIにおける血液疑似ファントム作成の問題点
香川大 放 石村茉莉子、中野 覚、新井花江、亀山麗子

木村成秀、外山芳弘、西山佳宏

14：28 ～ 15：17第２会場

座長: 山本由佳（香川大学）

核医学・その他

Masahiro Tanabe
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1日目 12月17日（金）

39. MPRを用いたCTガイド下肺生検の工夫
公立八鹿病 放

鳥取大 放

河合 剛、小山 司、山口耕介

小川敏英

40. CT透視下に人工気胸後針生検を行った縦隔腫瘍の１例
徳山中央病 放 折橋典大、安井正泰、中木浩司、山下武則

片山 節

41. CTガイド下脾生検により診断しえた結節性動脈周囲炎の１例
高知大 放 岩佐 瞳、山西伴明、八尋孔幸、田所導子

松井里奈、刈谷真爾、西岡明人、小川恭弘

42. がん診療拠点病院におけるCTガイド下骨生検の現況
四国がんセ 放 井上 武、梶原 誠、中島直美、上津孝太郎

篠原秀一、高橋忠章、酒井伸也、菅原敬文

西村理恵子、寺本典弘

43. 肝RFA後に広範な肉芽組織を形成した１例
岡山大 放

同 肝胆膵外

同 消内

同 病理

原田聡介、郷原英夫、芝本健太郎、井石龍比古

金澤 右

内海 方嗣、松田 浩明、八木 孝仁

中村 進一郎

伏見 聡一郎、松川 昭博

44. 頭頚部癌患者に対するバルンカテーテルを用いた簡便な経皮的胃瘻造設術の有用性について
山口大 放 藤田岳史、田辺昌寛、鷲田康雄、小林大河

加藤雅俊、山砥茂也、小野田秀子、西川正子

重本蓉子、清水建策、松永尚文

45. USを用いたﾆﾄﾛｸﾞﾘｾﾘﾝｽﾌﾟﾚｰによる局所表在動脈拡張効果の検討（ｶﾃｰﾃﾙ検査前投薬としての基礎的研究）

広島大 放診 谷為恵三、中村優子、谷 千尋、古本大典

石川雅基、高須深雪、柿沢秀明、伊達秀二

丸川和志、粟井和夫

15：30 ～ 16：19第２会場

座長: 大前健一（岩国医療センター）

IVR １

Masahiro Tanabe
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1日目 12月17日（金）

46. アルコールにてPTPEを施行した２症例の検討
中電病 放

広島赤十字・原爆病 放

同 外

広島市立広島市民病 放

西原礼介、福岡治仁、新宅香恵子

田村彰久、森正樹

山下洋一、辻田英司

浦島正喜

47. 挙上空腸静脈瘤に対して塞栓術を施行した２例
広島大 放診

呉医療セ 放

柿沢秀明、石川雅基、伊達秀二、谷為恵三

古本大典、谷 千尋、中村優子、迫田慈子

野崎万莉、粟井和夫

稗田雅司

48. 経皮経肝静脈瘤塞栓術を行った直腸静脈瘤の１例
広島記念病 放

広島市民病 放

広島記念病 内

小林昌幸

梶原賢司

児玉英章

49. 経皮的塞栓術による若年者精索静脈瘤の治療経験
香川大 卒後臨床研修セ

香川大 放

松本淳志

内ノ村聡、福永浩太郎、戸上太郎、外山芳弘

西山佳宏

50. 術後気管胸腔瘻に対するoriginal covered stentが有効であった１例
鳥取大 放

鳥取大 第3内

鳥取県立中央病 内

山陰労災病 放

高杉昌平、神納敏夫、橋本政幸、大内泰文

中村希代志、杉浦公彦、森 有紀、矢田晋作

足立 憲、遠藤雅之、山本修一、小川敏英

牧野晴彦

陶山久司

井隼孝司

51. 肝門部悪性胆管狭窄に対し胆管ステント留置を施行した２例
姫路聖マリア病 放

岩国医療セ 放

岡山大 放

井石龍比古、佐藤卓也、藤江俊司

大前健一

金澤 右

52. 緩和的IVRと予後予測
鳥取県立中央病 放 中村一彦、藤原義夫，松末英司

16：20 ～ 17：09第２会場

座長: 渡部 茂（川崎医科大学）

IVR ２

Masahiro Tanabe
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2日目 12月18日（土）

53. 子宮血管肉腫の１例
関門医療セ 放 佐々木克己、河村光俊

54. 成人女性に発生した子宮頸部sarcoma botryoidesの１例
愛媛大 放 中村壮志、平塚義康 、菊池恵一、 津田孝治

望月輝一

55. 子宮adenosarcomaのMR所見
島根大 放 吉廻 毅、石橋恵美、荒木和美、深澤優子

神山和俊、勝部 敬、山本伸子、福庭栄治

中村 恩、和田昭彦、鶴﨑正勝、北垣 一

56. 子宮頚部原発の悪性黒色腫の１例
倉敷中央病 放 百々俊樹、渡邊祐司、奥村 明、永山雅子

天羽賢樹、石守崇好、中下 悟、石橋 愛

薮田 実、坂田昭彦、河村 晃、山田剛史

野橋智美、西松佳代、金重総一郎、河村光栄

廣瀬瑞樹、林 貴史、百々義廣

57. 高齢者に発生した卵巣Sertoli細胞腫の１例
三豊総合病 放 田尻展久、山路早苗、中村哲也

58. MRI jelly法を用いた女性骨盤内消化管癒着の評価 －手術所見との対比を行った15症例のprospective study

松山赤十字病 放

同 産婦

忽那 茂、吉岡真二、起塚香子、清水輝彦

村田繁利

弓削及利人、横山幹文

59. angiomyofibroblastomaの１例
鳥取大 放 金田 祥、藤井進也、福永 健、柿手 卓

神納敏夫、小川敏英

9：30 ～ 10：19第１会場

座長: 竹内麻由美（徳島大学）

腹部骨盤 ３

Masahiro Tanabe
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2日目 12月18日（土）

60. 神経膠芽腫に対するテモゾロミド併用放射線治療成績
徳島大 放治

徳島大 脳外

古谷俊介、岩河早保、久保亜貴子、川中 崇

生島仁史

溝渕佳史、影治照喜、永廣信冶

61. 放射性ヨード内服療法を施行したPlummer病の１例
島根大 放治 池田 新、横川正樹、川口篤哉、森山正浩

山内美香、北垣 一、内田伸恵

62. 当院における乳房温存術後短期照射の遡及的検討：long time observation
川崎医大 放治

同 乳腺甲状腺外

倉敷成人病セ 外

石原武明、余田栄作、小西 圭、釋舎竜司

平塚純一

園尾博司

村嶋信尚

63. 乳房切除後の術後照射の適応に関する検討
四国がんセ 放

同 乳腺

上津孝太郎、濱本 泰、中島直美、梶原 誠

篠原秀一、越智誉司、高橋忠章、酒井伸也

井上 武、菅原敬文、片岡正明

青儀健二郎、大住省三

64. 当院における子宮頸癌術後局所再発に対する放射線治療
鳥取大 放治 谷野朋彦、道本幸一、田原誉�、小谷和彦

小川敏英

65. 子宮頚癌の放射線治療成績の検討
四国がんセ 放 中島直美、片岡正明、濱本 泰、越智誉司

上津孝太郎

10：20 ～ 11：02第１会場

座長: 川口篤哉（島根大学）

治療 １

Masahiro Tanabe
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2日目 12月18日（土）

66. 食道癌に対する予定線量60-66Gyの化学放射線治療成績
広島大 放治 村上祐司、永田 靖、西淵いくの、木村智樹

権丈雅浩、兼安祐子

67. 食道癌に対する術前化学放射線療法についての検討
広島市民病 放

安佐市民病 放

岡部智行、松浦寛司、影本正之

伊東 淳

68. 化学療法抵抗性膵癌に対する化学放射線治療の経験
安佐市民病 放 赤木由紀夫、伊東 淳、飯田 慎、直樹邦夫

小野千秋

69. 岡山大学病院における前立腺癌密封小線源永久挿入療法の治療成績
姫路赤十字病 放

岡山大 放

同 泌

片山敬久

武本充広、吉尾浩太郎、勝井邦彰、金澤 右

能勢宏幸、那須保友、公文裕巳

70. stage C 前立腺癌の当院での治療成績
川崎医大 放治 小西 圭、石原武明、釋舍竜司、余田栄作

常義 政、平塚純一

71. 当院における全身照射の治療経験
愛媛大 放 神崎博充、田口千藏、西川 敦、藤井 崇

望月 輝一

72. DNA損傷応答におけるクロマチン構造変換
広島大 放治

広島大 原爆放

西淵いくの、木村智樹、村上祐司、権丈雅浩

兼安祐子、永田 靖

田代 聡

11：03 ～ 11：52第１会場

座長: 村上祐司（広島大学）

治療 ２
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テキストボックス
                                                                                                 20

The Meeting of the Chugoku‐Shikoku Regional Chapter of JRS, Yamaguchi 2010




2日目 12月18日（土）

73. ミリプラチンを用いたLp-TAIの初期治療効果と合併症の検討
広島大 放診

呉医療セ 放

石川雅基、柿沢秀明、山崎 航、野崎万莉

中村優子、迫田慈子、石川美保、谷 千尋

古本大典、谷為恵三、高須深雪、伊達秀二

丸川和志、粟井和夫

稗田雅司

74. HCCに対するミリプラチン-TACEの初期成績
幡多けんみん病 放

同 消化器

片岡優子、坪井伸暁

上田 弘、宮本敬子、森澤 憲、坪井麻記子

羽柴 基、北川達也

75. 肝動注リザーバー治療開始早期に急性総胆管壊死を来たした１例
米子医療セ 放

鳥取大 放

米子医療セ 外

杉浦公彦、森 有紀

神納敏夫、大内泰文、矢田晋作、足立 憲

遠藤雅之、高杉昌平、山本修一、小川敏英

木村 修

76. 腹腔内出血を来たした肝細胞癌腹膜播種に対し塞栓術を施行した１例
住友別子病 放診

同 内

佐野村隆行、細川一枝、加藤 勤

松本栄二

77. 腹部仮性動脈瘤塞栓時に胸部大動脈にコイルが逸脱した稀な１例
高知大 放 山西伴明、岩佐 瞳、八尋孔幸、鈴木裕介

植博 信、野上宗伸、久保田敬、小川恭弘

78. 膵頭十二指腸切除後の仮性動脈瘤治療により肝膿瘍を形成した１例
倉敷中央病 放 藪田 実、奥村 明、大角真司、守屋隆史

川上雄司、石守崇好、渡邊祐司

79. 腹壁動脈損傷による大量出血に対してＴＡＥを施行した２例
済生会下関総合病 放

山口大 放

箕田俊文、金子隆文、狩野祐一

高橋昌太郎、松永尚文

9：30 ～ 10：19第２会場

座長: 杉浦公彦（米子医療センター）

IVR ３
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2日目 12月18日（土）

80. 妊娠による水腎を契機に出血を来し塞栓術を施行した腎AVMの１例
島根県立中央病 放 安藤慎司、荒木久寿、土江洋二、湯浅貢司

児玉光史

81. 塞栓術を施行した外傷性持続勃起症の１例
山口大 放

同 泌

田辺昌寛、鷲田康雄、藤田岳史、加藤雅俊

中島好晃、山砥茂也、飯田悦史、岡田宗正

松永尚文

白石晃司

82. 胎盤ポリープに対して動脈塞栓術を施行した２例
呉医療セ 放 竹内直子、豊田尚之、稗田雅司

83. 骨盤内AVMに対してNBCA-lipiodolにてTAEを施行した１例
徳山中央病 放 山下武則、安井正泰、中木浩司、折橋典大

片山 節

84. 著明な腸骨動静脈瘻を合併した脊髄動静脈奇形に対し塞栓術を施行した１例
徳島大 放 岩河早保、岩本誠司、山崎浩美、原田太平

能勢隼人、音見暢一、高尾正一郎、大塚秀樹

原田雅史

85. 塞栓術と放射線治療を施行した転移性肩甲骨腫瘍の２例
山口大 放 鷲田康雄、藤田岳史、小林大河、加藤雅俊

田辺昌寛、山砥茂也、中島好晃、沖本智昭

松永尚文

86. 術前血管造影塞栓術を施行した鼓室型グロームス腫瘍の１例
愛媛大 放 田中宏明、平塚義康、津田孝治、望月輝一

10：20 ～ 11：09第２会場

座長: 山西伴明（高知大学）

IVR ４

Masahiro Tanabe
テキストボックス
                                                                                                 22

The Meeting of the Chugoku‐Shikoku Regional Chapter of JRS, Yamaguchi 2010




2日目 12月18日（土）

87. 合流異常を伴う胆嚢癌の2例
愛媛大 放 武智 恵、津田 孝治、田中 宏明、望月輝一

88. 結核性リンパ節炎による総胆管狭窄の１例
香川労災病 放 井藤千里、影山淳一、與座喜一郎、三谷昌弘

89. 主膵管内に進展した膵腺房細胞癌の１例
山口大 放

同 消化器病態内

同 病理

下関市立中央病 放

重本蓉子、田辺昌寛、西川正子、沖本智昭

藤田岳史、松永尚文

仙誉 学

権藤俊一

上田高顕

90. 両側水腎症を契機に発見されたIgG4関連硬化性疾患の１例
徳島赤十字病 放 木下 光博、生野雅也、村上千尋、阿部洋子

倉田直樹、尾崎享祐、池山鎮夫、谷 勇人

城野良三

91. イレウスを契機に発見された良性多嚢胞性腹膜中皮腫の１例
善通寺病 放 谷脇貴博、安田浩章、須井 修

92. 十二指腸に穿破した感染性腹部大動脈瘤の１例
JA広島総合病 画診 太刀掛俊浩、海地陽子、土田恭幸、鈴木孝之

藤川光一

93. 息止めの相違によるずれの補正におけるナビゲーターエコーの有用性の検討
広島大 放診

呉医療セ

中村優子、西亀正代、野崎万莉、迫田慈子

谷 千尋、古本大典、石川美保、石川雅基

谷為恵三、高須深雪、柿沢秀明、伊達秀二

丸川和志、粟井和夫

豊田尚之

11：10 ～ 11：59第２会場

座長: 田中宏明（愛媛大学）

腹部骨盤 ４

Masahiro Tanabe
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広告・協賛企業 
 

  アステラス製薬株式会社 

  アストラゼネカ株式会社 

  エーザイ株式会社 

  小野薬品工業株式会社 

  カナヤ医科器械株式会社 

  株式会社大塚製薬工場 

  株式会社ツムラ 

  株式会社東海メディカルプロダクツ 

  株式会社パイオラックスメディカルデバイス 

  株式会社メディコスヒラタ 

  株式会社ヤクルト本社 

  グラクソ・スミスクライン株式会社 

  コヴェディエンジャパン株式会社 

  サノフィ・アベンティス株式会社 

  塩野義製薬株式会社 

  住友ベークライト株式会社 

  ゼリア新薬工業株式会社 

  第一三共株式会社 

  大日本住友製薬株式会社 

  大鵬薬品工業株式会社 

  中外製薬株式会社 

  テルモ株式会社 

  東芝メディカルシステムズ株式会社 

  鳥居薬品株式会社 

  日本イーライリリー株式会社 

  日本化薬株式会社 

  ノバルティスファーマ株式会社 

  バイエル薬品株式会社 

  ファイザー株式会社 

  富士フィルム RI ファーマ株式会社 

  メディケア株式会社 

       （順不同） 
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